
　 ４ ０ 形 （ １ ０ ０ ０ ０ 、 ６ ９ ０ ０ 、 ５ ２ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ ） 、 １ １ ０ 形 （ 美 光 色 １ ３ ４ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ ） は

　 エ コ ケ ー ブ ル （ Ｅ Ｍ － Ｅ Ｅ ） を ご 使 用 く だ さ い 。 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

　（耐熱チューブ同梱のライトバーのみ使用する）

電源線には、ライトバー同梱の耐熱チューブをかぶせてご使用ください。感電・火災の原因となります。

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 省 エ ネ 、 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 省 エ ネ 、 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ

本体品番　　ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４１５１１Ｊ　（４０形）

　　　　　　ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）８１５１１　（１１０形）

直付型ウォールウォッシャ

昼 光 色 （ ６ ５ ０ ０ Ｋ ）

－

－

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｅ Ｄ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ３ ０ ０ Ｅ Ｄ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｅ Ｄ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ２ ０ ０ Ｅ Ｄ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ４ ０ ０ Ｅ Ｄ Ｐ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ １ ０ ０ Ｅ Ｄ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｈ Ｎ Ｐ －Ｎ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｈ Ｖ ＰＮ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｈ Ｗ Ｐ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｈ Ｎ Ｔ －Ｎ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｈ Ｖ ＴＮ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｈ Ｗ Ｔ

５ ２ ０ ０ ｌ ｍ

６ ９ ０ ０ ｌ ｍ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ２ ０ ０ Ｅ Ｌ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ３ ０ ０ Ｅ Ｌ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ４ ０ ０ Ｅ Ｌ Ｐ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｅ Ｌ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ２ ０ ０ Ｅ Ｖ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ３ ０ ０ Ｅ Ｖ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ４ ０ ０ Ｅ Ｖ Ｐ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｅ Ｖ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ２ ０ ０ Ｅ Ｗ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ３ ０ ０ Ｅ Ｗ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ４ ０ ０ Ｅ Ｗ Ｐ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｅ Ｗ Ｔ

２ ５ ０ ０ ｌ ｍ

３ ２ ０ ０ ｌ ｍ

４ ０ ０ ０ ｌ ｍ

５ ２ ０ ０ ｌ ｍ Ｎ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ４ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｐ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ３ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ２ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｔ

６ ９ ０ ０ ｌ ｍ

適 合 ラ イ ト バ ー （ ４ ０ 形 ）

２ ０ ０ ０ ｌ ｍ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｔ

昼 白 色 （ ５ ０ ０ ０ Ｋ ）

Ｎ Ｎ Ｌ ４ １ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｅ Ｗ Ｔ

白 色 （ ４ ０ ０ ０ Ｋ ）

Ｎ Ｎ Ｌ ４ １ ０ ０ Ｅ Ｗ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｅ Ｖ Ｔ

温 白 色 （ ３ ５ ０ ０ Ｋ ）

Ｎ Ｎ Ｌ ４ １ ０ ０ Ｅ Ｖ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｅ Ｌ Ｔ

電 球 色 （ ３ ０ ０ ０ Ｋ ）

Ｎ Ｎ Ｌ ４ １ ０ ０ Ｅ Ｌ Ｔ

・ 下 記 表 以 外 の ラ イ ト バ ー を ご 使 用 の 場 合 は 、 ラ イ ト バ ー に 同 梱 の 説 明 書 を 参 照 し て く だ さ い 。

取 説 Ｎ ｏ ． Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ４ １ ５ １ １ Ｊ － Ｔ １ ３

（一般屋内用） ・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

注意

警

注

告

　 使 用 し な い で く だ さ い 。 　 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

周 囲 温 度 は 、 ５ ３ ５ で 使 用 し て く だ さ い 。 　 指 定 外 の 周 囲 温 度 で 使 用 す る と 、 ち ら つ き や 短 寿 命 の 原 因 と な り ま す 。

直 射 日 光 の 当 た る 場 所 、 湿 気 の 多 い 場 所 、 振 動 の 強 い 場 所 、 雨 水 の か か る 場 所 、 腐 食 性 ガ ス の 発 生 す る 場 所 で は

警告

表示された電源電圧（定格電圧 ６％）・周波数で使用する。指定外の電源電圧・周波数で使用すると、感電・火災の原因となります。

本体、ライトバーを分解、改造しない。　落下・感電・火災の原因となります。

意

ライトバーのパネルは樹脂製のため、取扱いに注意する。破損によるケガの原因となります。万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。

　万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。

ライトバーが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。

施工は、施工説明にしたがい確実に行なう。　施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。

ラ イ ト バ ー の パ ネ ル は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 製 の た め 、 直 射 日 光 の 当 た る 場 所 や 蛍 光 灯 が 近 接 す る 場 所 な ど の 紫 外 線 の 多 い 場 所 、

　 ヘ キ サ ン や ア セ ト ン な ど の 有 機 溶 剤 が 使 用 さ れ る 場 所 で は 使 用 し な い で く だ さ い 。 　 パ ネ ル の 劣 化 ・ 破 損 の 原 因 と な り ま す 。

一 般 屋 内 で ご 使 用 の 場 合 で も 、 器 具 周 辺 に 硫 黄 成 分 が 存 在 す る 場 所 で は 使 用 し な い で く だ さ い 。

　 （ 一 部 の 食 品 や 薬 品 、 車 の 排 気 ガ ス に は 硫 黄 成 分 が 含 ま れ ま す 。 ）

　 光 学 性 能 に 影 響 を 与 え る 場 合 が あ り ま す 。

ライトバーを単独で使用しない。　必ずパナソニック製ｉＤシリーズ専用本体とライトバーの組合せで使用する。落下・感電・火災の原因となります。

電 源 線 の 器 具 間 送 り 配 線 は 、 天 井 裏 に 電 源 線 を 戻 し て 配 線 す る こ と を 推 奨 し ま す 。 エ ン ド Ｋ Ｏ よ り 器 具 内 送 り を す る 場 合 は 、

・ 上 記 （ 　 ） 内 は 加 工 品 番 で す 。 　 以 降 、 加 工 品 番 お よ び 特 注 品 番 の 記 載 を 省 略 し ま す 。

・ 本 照 明 器 具 は パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ｉ Ｄ シ リ ー ズ 専 用 本 体 と ラ イ ト バ ー の 組 合 せ で 性 能 を 満 足 し ま す 。

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

　 　 （ 省 エ ネ 、 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

－

－

－

－

ＮＮＬ８３００ＨＶＪ

ＮＮＬ８０００ＨＶＣＮＮＬ８０００ＨＷＣ

ＮＮＬ８３００ＨＷＪＮＮＬ８３００ＨＮＪ

ＮＮＬ８０００ＨＮＣ１ ０ ０ ０ ０ ｌ ｍ

１ ３ ４ ０ ０ ｌ ｍ

ＮＮＬ８３００ＥＬＣ

ＮＮＬ８５００ＥＬＣ

ＮＮＬ８０００ＥＬＣ

ＮＮＬ８６００ＥＬＪ

ＮＮＬ８３００ＥＶＣ

ＮＮＬ８５００ＥＶＣ

ＮＮＬ８０００ＥＶＣ

ＮＮＬ８６００ＥＶＪ

昼 光 色 （ ６ ５ ０ ０ Ｋ ） 電 球 色 （ ３ ０ ０ ０ Ｋ ）温 白 色 （ ３ ５ ０ ０ Ｋ ）白 色 （ ４ ０ ０ ０ Ｋ ）昼 白 色 （ ５ ０ ０ ０ Ｋ ）

１ ３ ４ ０ ０ ｌ ｍ

１ ０ ０ ０ ０ ｌ ｍ

適 合 ラ イ ト バ ー （ １ １ ０ 形 ）

　 ５ ０ ０ ０ ｌ ｍ

ＮＮＬ８６００ＥＤＪ

ＮＮＬ８３００ＥＤＣ

ＮＮＬ８０００ＥＤＣ

ＮＮＬ８５００ＥＤＣ

ＮＮＬ８６００ＥＮＪ

ＮＮＬ８３００ＥＮＣ

ＮＮＬ８０００ＥＮＣ

ＮＮＬ８５００ＥＮＣ

ＮＮＬ８６００ＥＷＪ

ＮＮＬ８３００ＥＷＣ

ＮＮＬ８０００ＥＷＣ

ＮＮＬ８５００ＥＷＣ

　 ６ ４ ０ ０ ｌ ｍ

　 　 （ 省 エ ネ 、 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ

器 具 の 取 り 付 け 取 り 外 し は 手 袋 な ど 保 護 具 を 使 用 す る 。 け が の お そ れ が あ り ま す 。

　 （ 一 般 、 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光 ／ 調 光 ／ 非 調 光 ） タ イ プ１ ０ ０ ０ ０ ｌ ｍ － －Ｎ Ｎ Ｌ ４ ０ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｊ Ｎ Ｎ Ｌ ４ ０ ０ ０ Ｅ Ｗ Ｊ Ｎ Ｎ Ｌ ４ ０ ０ ０ Ｅ Ｖ Ｊ

取扱説明書
保管用

取扱説明書
施工説明書施工説明書

９６１

９６１



・ 本 体 に 耐 熱 チ ュ ー ブ 使 用 と 表 示 が あ る 場 合 で も 耐 熱 チ ュ ー ブ が 同 梱 さ れ て い な い ラ イ ト バ ー は 耐 熱 チ ュ ー ブ は 不 要 で す 。

－ ２ －

・ ラ イ ト バ ー の 取 付 に は 方 向 性 が あ り ま す 。

施工上のご注意施工上のご注意施工上のご注意

・ バ ー コ ー ド リ ー ダ ー の 機 種 に よ っ て は 器 具 付 近 で 使 用 し た 場 合 、 読 み 取 り 感 度 が 鈍 く な る こ と が あ り ま す 。 こ の 場 合 に は 、
　 器 具 と の 距 離 を 離 す か 遮 蔽 す る な ど の 対 策 を 講 じ て く だ さ い 。
・ 虫 の 飛 来 が 多 い 場 所 で 使 用 さ れ る 場 合 は 、 ラ イ ト バ ー 内 に 虫 が 侵 入 す る 恐 れ が あ り ま す 。 こ の よ う な 場 合 は 防 湿 ・ 防 雨 型 ベ ー ス ラ イ ト な ど の 防 虫 仕 様 器 具 を お 勧 め し ま す 。
・ 塵 埃 の 多 い 場 所 で 使 用 さ れ る 場 合 は 、 カ バ ー 内 に 塵 埃 が 堆 積 す る 場 合 が あ り ま す 。 こ の よ う な 場 合 は 防 湿 ・ 防 雨 型 ベ ー ス ラ イ ト な ど の 密 閉 仕 様 器 具 を お 勧 め し ま す 。
・ 電 源 方 式 に よ り 騒 音 （ う な り ） が 大 き く な る 場 合 が あ り ま す の で 、 以 下 の 配 線 を 行 な っ て く だ さ い 。
　 ・ 三 相 電 源 を 使 用 す る 場 合 は 、 必 ず 接 地 側 を 器 具 の 端 子 台 の Ｎ 側 に 接 続 し て く だ さ い 。
　 ・ 電 源 と 器 具 間 に 片 切 り ス イ ッ チ を 設 け る 場 合 は 、 必 ず 非 接 地 側 （ 充 電 側 ） に お 取 り 付 け く だ さ い 。
・ 漏 洩 電 流 値 が 、 点 灯 時 よ り 無 負 荷 時 や 片 切 消 灯 時 の 方 が 大 き く な り ま す の で 、 漏 電 警 報 機 等 の 感 度 設 定 は ご 注 意 く だ さ い 。

ラ イ ト コ ン ト ロ ー ル

　 結 線 に つ い て
　 ・ コ ン ト ロ ー ル の 結 線 と 適 合 電 線 は 、 コ ン ト ロ ー ル の 説 明 書 を ご 確 認 く だ さ い 。

　 　 ・ 接 地 極 の な い 電 源 に 接 続 す る 場 合 は 、 右 図 の 結 線 を お す す め し ま す 。
　 　 ・ 接 地 極 の な い 電 源 に ラ イ ト コ ン ト ロ ー ル の ス イ ッ チ を 介 し て 接 続 し た 場 合 は 、
　 　 　 ス イ ッ チ で 消 灯 後 も ラ イ ト バ ー が 薄 暗 く 発 光 す る 場 合 が あ り ま す 。

ラ イ ト

コ ン ト ロ ー ル 用 電 源

＜ 結 線 事 例 ＞ 　 接 地 極 の な い 電 源 に 接 続 す る 場 合

両 切 ス イ ッ チ

調 光 信 号 線

調 光 タ イ プ 照 明 器 具

端 子 台

（ 電 源 用 ）

調 光 タ イ プ 照 明 器 具

照 明 器 具 用 電 源

・ 接 続 可 能 な 器 具 台 数 は 器 具 の 定 格 電 圧 に よ り 異 な り ま す 。 詳 細 は ラ イ ト コ ン ト ロ ー ル の 承 認 図 、 取 扱 説 明 書 を ご 参 照 く だ さ い 。
　 　 ラ イ ト コ ン ト ロ ー ル で 照 明 器 具 電 源 を 接 続 す る 場 合 、 接 続 台 数 が 減 少 す る 場 合 が あ り ま す 。
　 　 　 ラ イ ト コ ン ト ロ ー ル の 定 格 容 量 と Ｌ Ｅ Ｄ 器 具 の 定 格 を 事 前 に 確 認 し て く だ さ い 。

・ 適 合 コ ン ト ロ ー ル は 、 当 社 製 品 を ご 使 用 く だ さ い 。 適 合 コ ン ト ロ ー ル の 注 意 事 項 に つ い て は 、 適 合 コ ン ト ロ ー ル の 説 明 書 を ご 確 認 く だ さ い 。

　 　 ・ 電 線 管 を ご 使 用 の 場 合 は 、 電 源 線 と 調 光 信 号 線 を 同 じ 管 内 に 収 納 し な い で く だ さ い 。 　
　 　 ・ 調 光 信 号 線 は 電 源 線 と 束 ね な い で く だ さ い 。 誤 動 作 の 原 因 と な り ま す 。
　 　 ・ 電 源 線 は 低 圧 屋 内 配 線 工 事 、 調 光 信 号 線 は 弱 電 流 配 線 工 事 が 必 要 で す 。

１ ０ ０ ０ ０ ｌ ｍ ／ ６ ９ ０ ０ ｌ ｍ ／ ５ ２ ０ ０ ｌ ｍ の 一 般 タ イ プ ラ イ ト バ ー は 約 ５ ％ １ ０ ０ ％ に 変 化 さ せ る こ と が で き ま す 。

・ 起 動 方 式 Ｌ Ａ ” の 器 具 は 、 当 社 適 合 コ ン ト ロ ー ル と の 組 合 せ に よ り 、 光 出 力 を 約 １ ０ ％ １ ０ ０ ％ に 変 化 さ せ る こ と が で き ま す 。
・ 起 動 方 式 Ｌ Ｒ ” の 器 具 は 、 当 社 適 合 コ ン ト ロ ー ル と の 組 合 せ に よ り 、 光 出 力 を 約 ５ ％ １ ０ ０ ％ に 変 化 さ せ る こ と が で き ま す 。
・ 起 動 方 式 Ｄ Ｋ ” の 器 具 は 、 当 社 適 合 コ ン ト ロ ー ル と の 組 合 せ に よ り 、 光 出 力 を 約 ５ ％ １ ０ ０ ％ に 、 色 温 度 を ２ ７ ０ ０ ５ ０ ０ ０ Ｋ に 変 化 さ せ る こ と が で き ま す 。

・ 起 動 方 式 Ｄ Ｚ ” の 器 具 は 、 当 社 適 合 コ ン ト ロ ー ル と の 組 合 せ に よ り 、 光 出 力 を 約 １ ０ ％ １ ０ ０ ％ に 変 化 さ せ る こ と が で き ま す 。

・ 起 動 方 式 Ｒ Ｚ ” の 器 具 は 、 当 社 適 合 コ ン ト ロ ー ル と の 組 合 せ に よ り 、 光 出 力 を 約 １ ０ ％ １ ０ ０ ％ に 変 化 さ せ る こ と が で き ま す 。

Ｒ Ｚ 方 式 の 場 合
　 　 ・ 器 具 の 近 く に 什 器 等 を 配 置 す る 場 合 、 ラ イ ト バ ー の 受 信 部 （ マ ー ク ） が 見 え る よ う 配 置 し て く だ さ い 。
　 　 　 Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ ハ ン デ ィ ラ イ コ ン が 操 作 で き な い 場 合 が あ り ま す 。

・ 塵 埃 の 多 い 場 所 で 使 用 さ れ る 場 合 は 、 カ バ ー 内 に 塵 埃 が 堆 積 す る 場 合 が あ り ま す 。 こ の よ う な 場 合 は 防 湿 ・ 防 雨 型 ベ ー ス ラ イ ト な ど の 密 閉 仕 様 器 具 を お 勧 め し ま す 。

不 備 が あ る と ラ イ ト バ ー の 電 源 と 干 渉 し 電 源 線 損 傷 に よ る 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

曲 が っ て 配 線ま っ す ぐ 配 線

ラ イ ト バ ー の 電 源

・電源線接続後、余分な電源線はライトバーとの

　干渉を防ぐため電源穴へ押し戻すか、

　電源線をおさえて処理すること。

・電源穴と端子台の間は曲げずにまっすぐに

　配線すること。

・余分な電源線を器具外に戻せない場合、

　適切な長さに切断すること。

・器具内送り配線をする場合、

　本体の受け金具・端子台と

　ライトバーの電源・キックバネ・

　引掛け金具に挟まれないように電源線を収納する。

押 し 戻 す

１ ０ １ ４ ｍ ｍ

適 合 電 線 ： １ ６

（ 単 線 ） 　 ２ ０

不 備 が あ る と ラ イ ト バ ー の 電 源 と 干 渉 し 電 源 線 損 傷 に よ る 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

３３

６６

　接続が不完全な場合や容量オーバーの場合、

　火災の原因となります。

５５

施工に不備があると、火災・感電・落下の原因となります。

・耐熱チューブ（同梱）を電源線に被せる。

　　 耐熱チューブの取付けかた”参照。

　（耐熱チューブ同梱のライトバーのみ）

各部のなまえと取付方法各部のなまえと取付方法

警
施工は、施工説明書にしたがい、確実に行う。

告告警

２ 本体の取付
・電源線、アース線を本体の電源穴から引き込んでおく。

３ 電源線・アース線の接続

・電源線、アース線を確実に差し込む。

・Ｄ種（第３種）接地工事が必要。
・端子台の最大送り容量は右表の通りです。

　接続が不完全な場合や容量オーバーの場合、

　火災の原因となります。

２ 本体の取付

３ 電源線・アース線の接続

取付ボルトピッチ：
　４０形：６００（１００００ｌｍタイプＬＲ、
　　　　　アレンジ調色、高演色、電磁波低減タイプは
　　　　　使用不可）又は８００
１１０形：１２００又は１４００

ラ イ ト バー

本 　 体

座 金・ ナッ ト

（ 別 途 ）

コ ネク タ

引 掛 け 金 具

受 け 金 具

７７

２

２

２

２

４４

４・７４・７

キ ッ ク バ ネ

７７

（ 電 源 用 ）
端 子 台

　不備があると器具落下の原因となります。　不備があると器具落下の原因となります。
　（取付ボルト推奨トルク値：１ ５Ｎ・ｍ）

　エンドＫ．Ｏ穴を使用する場合は、

　必ず電源ブッシング（ ２６）を付替えてください。

　（ＮＮＬＫ４１５１１Ｊの場合は、

　　同梱の電源ブッシング（ ２６）を使用する。）

　不備があると器具落下の原因となります。

　部（ネジ掛かり代）の強度を確保する。

　（木ネジは、丸木ネジの呼び４．１以上を使用する。）
　（取付ボルトは、Ｗ３／８又はＭ１０を使用する。）

　に十分に耐えるよう、取付ボルト又は、木ネジ取付

　不備があると感電・火災の原因となります。
・既設器具取替えの場合、周辺機器の電気容量を確認する。

１

　不備があると器具落下の原因となります。

　不備があると感電・火災の原因となります。

１

・器具質量（５ ４ｋｇ：ＮＮＬＫ８１５１１＋ライトバーの場合）

取付前の確認取付前の確認

ライトバーの引掛け
・ライトバーの引掛け金具をフレームに

４ ライトバーの引掛け４

　取付が不完全な場合

　ライトバー落下の原因となります。

　取付が不完全な場合

　ライトバー落下の原因となります。

　当たるまでスライドさせ、
　本体の角穴に片側ずつ確実に引掛ける。

ライトバーの取付・取外しは必ず電源を切る。

・本体を取付ボルト又は、木ネジで確実に取付ける。

（ 調光信 号用）

拡 張モジュ ール

ボルトの出代：１５ ２５ｍｍ

調光信号線

電源線

照 射 面 ま で の 距 離

Ｒ Ｚ 方 式 ： ５ ０ ０ ｍ ｍ 以 上

上 記 以 外 ： １ ５ ０ ｍ ｍ 以 上

フレーム

スライド

引掛け金具

１３Ａ

アレンジ調色・高演色の場合：１１Ａ

１４Ａ

１２Ａ

２０Ａ

１１Ａ

１２Ａ

２０Ａ

２０Ａ

２０Ａ

１４Ａ

明るさタイプ（１１０形）

明るさタイプ（４０形）

１００００ｌｍタイプ ８Ａ

４０００ｌｍタイプ

２５００ｌｍタイプ

３２００ｌｍタイプ

５２００ｌｍタイプ

容量

２０００ｌｍタイプ

６９００ｌｍタイプ

１ ０ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

　 ５ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

容 量

　 ６ ４ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

１ ３ ４ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

端 子 台

（ 信 号 用 ）

端 子 台

（ 電 源 用 ）
端 子 台

（ 信 号 用 ）



中 央 電 源 穴制 御 穴１ １ ０ 形

（注１）Ａ・Ｂの値は以下の値とする。

（注１）

１１０形一般・省エネタイプ

　６４００ｌｍ／　５０００ｌｍ １５０ ５９０

Ｂ

１１０ ５９０

Ａ

１３４００ｌｍ／１００００ｌｍ

インシュロック

調光信号線

フレーム穴に差し込む

　調光信号線を先端から約Ａｍｍの部分でインシュロック（同梱）で結束し
　ライトバー側面の穴（端から約Ｂｍｍの位置）に取付する。

Ｂ ｍ ｍ ス ト リ ッ プ 長

７ ９

適 合 電 線
０ ９ ・ １ ２

調 光 信 号 入 力

調 光 信 号 送 り

ＮＮＬＫ８１５１１の場合

ＮＮＬＫ４１５１１Ｊの場合

１ １ ０ 形

４０形

器具背面図器具背面図

　　工具でこじ開けますと、

　　ライトバー破損の原因となります。

　　工具でこじ開けますと、

　　ライトバー破損の原因となります。

７７

取 説 Ｎ ｏ ． Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ４ １ ５ １ １ Ｊ － Ｔ １ ３－ ３ －

ライトバーを取外す場合
１ 本体の マークを目印に、

　　手でライトバーを引き下げる。

２ キックバネを本体の受け金具から外す。

３ コネクタを外す。

４ ライトバーの引掛け金具を本体から外す。

ライトバー

本体

マーク

キックバネを取付ける

受け金具

受け金具の内側から

ライトバー

キックバネ

各部のなまえと取付方法（続き）各部のなまえと取付方法（続き）

ライトバーの取付

　不備がありますと、ライトバー落下の原因となります。　不備がありますと、ライトバー落下の原因となります。

ライトバーの取付
・ライトバーのキックバネを本体の受け金具に確実に取付ける。
・コネクタを挟まないようライトバーを本体内へ押上げる。

１５０ｍｍ

Ａ（剥き代）

１１０形

　４０形

電源線を中央電源穴から引き込む場合には、
耐熱チューブを半分（約１５０ｍｍ）に切断し、
電源線のシース部を約１５０ｍｍ剥いて
使用しても問題ありません。

＜ 背 面 図 ＞

Ａ（剥き代）

２　分岐点の保護

・結線後、電源線を電源穴（天井裏）に押込む。

・分岐点（保護チューブの被っていない個所）に

　絶縁テープを巻き付け保護する。

１　耐熱チューブの取付

注）・根元まできっちりと差し込んでください。
　　・アース線への取付けは不要です。

・電源線のシース部を剥く。（下図、下表参照）

警 告

耐熱チューブの取付けかた

　 電 源 送 り 配 線 を 行 う 場 合 は 、 電 源 線 ・ 送 り 線 と も に 取 付 け る 。

　 耐 熱 チ ュ ー ブ は 下 記 に し た が い 確 実 に 取 付 け る 。

　 不 備 が あ る 場 合 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。　 不 備 が あ る 場 合 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

・同梱の耐熱チューブ（透明）を電源線（黒・白）に被せる。

注）分岐部分は天井裏にくるようにしてください。

耐熱チューブの取付けかた

　接続が不完全な場合や容量オーバーの場合、

　火災の原因となります。

　接続が不完全な場合や容量オーバーの場合、

　火災の原因となります。

調光信号線の接続（ＬＡ、ＬＲ、ＤＺ、ＤＫ方式の場合）５５ 調光信号線の接続（ＬＡ、ＬＲ、ＤＺ、ＤＫ方式の場合）

ラ イ ト バ ー

嵌 め 込 む

本 体 コ ネ ク タ

電 源 ユ ニ ッ ト

６
・本体とライトバーのコネクタを確実に接続する。

コネクタの接続

　接続が不完全な場合、火災の原因となります。　接続が不完全な場合、火災の原因となります。

コネクタの接続６

　 カチッ っと音がするまで嵌め込んでください。

（拡張モジュールの調光信号用端子に直接張力が加わらないように調整する。）

　１．調光信号線を止め具（同梱）に一回転させる。

　　　＊送り配線される場合は、２個の止め具を使用。

　　　（止め具が２個分一体になっている場合は、分断してご使用ください。）

・同梱の止め具を使用して調光信号線の張力止めをする。

　２．Ａ寸法がＢ寸法より長くなる様に調整する。

　　　（拡張モジュールの調光信号用端子に直接力が加わらないように調整する。）

　３．調光信号線を調光信号用端子に確実に差し込む。
　　・調光信号線に極性はありません。
　　　コントロールとの結線又は制御可能台数はコントロールの
　　　説明書をご確認ください。

調 光 信 号 用 端 子 （ 同 梱 ）

止 め 具

調 光 信 号 線

拡 張 モ ジ ュ ー ル

　１１０形（１３４００ｌｍ美光色）の場合、

　ライトバーに同梱の施工説明書を参照してください。

　１１０形（１３４００ｌｍ美光色）の場合、

　ライトバーに同梱の施工説明書を参照してください。

＜連結方法＞

１ 両エンドのＫ．Ｏを抜き取る。

２ 同梱のビス・ナットにて締付ける。

１４００（取付用）

Ａ ｍ ｍ

イ ン シ ュ ロ ッ ク 取 付 穴

電 源端 子 台 （ 調 光 信 号 用 ）

２－電源Ｋ．Ｏ

１２００（取付ボルトピッチ）

１４００（取付ボルトピッチ）

６５

６００（取付ボルトピッチ）

８００（取付ボルトピッチ）

９００（木ネジ取付ピッチ）

６２

分岐点・余分な電線が器具外部に戻されている

電源穴

電源穴

天井

本体

端子台

分岐部分が器具内にある白線

耐熱チューブ（透明）

絶縁テープ

分岐点

黒線

電源線

取付ボルト穴電源穴端子台調光信号用穴　　　　　　

（ＬＡの場合）

取付ボルト穴

取付ボルト穴　　　　　　　　　

（ＬＡ、ＬＲ、ＤＺ、ＤＫ

　電磁波低減タイプを除く）

電源穴

（ＤＫは使用不可）

端子台

電源穴（ＤＫの場合）

取付ボルト穴

調光信号用穴　　　　　　　　　　　

（ＬＡ、ＬＲ、ＤＺ、ＤＫの場合）

６５

Ａ 寸
法Ａ 寸

法

Ｂ 寸
法

本 体

ビ ス
ナ ッ ト

２－連結用Ｋ．Ｏ

２－連結用Ｋ．Ｏ

２－電源Ｋ．Ｏ



Ｄ Ｋ 方 式 の 場 合

　 ・ ２ 色 の Ｌ Ｅ Ｄ を 混 光 さ せ ２ ７ ０ ０ Ｋ ５ ０ ０ ０ Ｋ の 調 色 を 行 っ て い ま す 。

　 　 Ｄ Ｋ 方 式 以 外 の 起 動 方 式 の 器 具 と は 同 じ 色 温 度 で も 光 色 が 若 干 異 な り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。

　 ・ 適 合 コ ン ト ロ ー ラ の 使 用 に よ り 、 本 器 具 仕 様 の 調 光 ・ 調 色 範 囲 外 で も 設 定 の 操 作 が 出 来 ま す が 、 器 具 が 指 定 す る 動 作 範 囲 内 で ご 使 用 く だ さ い 。

・ ラ イ ト バ ー に 同 梱 の 説 明 書 を 参 照 し て く だ さ い 。
定 格

告告

パ ネ ル 破 損 の お そ れ あ り 。 ラ イ ト バ ー の パ ネ ル は 樹 脂 製 で す 。

　 さ わ ら な い こ と 。

水 ま た は 中 性 洗 剤 を 用 い て 、 汚 れ た 部 分 を 軽 く 拭 き 取 っ て く だ さ い 。

変 色 ・ 変 質 、 強 度 低 下 に よ る 破 損 の 原 因 と な り ま す 。

シ ン ナ ー 、 ベ ン ジ ン 、 ア ル カ リ 系 洗 剤 で 拭 か な い で く だ さ い 。

　 保 有 期 間

保証について

・ 補 修 用 性 能 部 品 の ・ ・ ・ ・ 弊 社 は こ の 照 明 器 具 の 補 修 用 性 能 部 品 （ 電 気 部 品 ） を 製 造 打 ち 切 り 後 、 ６ 年 間 保 有 し て お り ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 補 修 用 性 能 部 品 に は 、 同 等 機 能 を 有 す る 代 替 品 を 含 み ま す 。

・ 保 証 書 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ 保 証 書 が 必 要 な 場 合 は 、 弊 社 代 理 店 ま た は 弊 社 営 業 所 へ お 申 し 出 く だ さ い 。

・ 保 証 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ こ の 商 品 の 保 証 期 間 は １ 年 間 で す 。 但 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ 電 源 は ３ 年 間 で す 。 詳 細 は 弊 社 カ タ ロ グ を ご 参 照 く だ さ い 。

保証について

お手入れお手入れ
・ 器 具 の 清 掃 に つ い て ・ ・ ・ ・

警

感 電 の お そ れ あ り 。 お 手 入 れ 時 は 、 必 ず 電 源 を 切 っ て く だ さ い 。

警 　 取 扱 い に 注 意 し て く だ さ い 。
や け ど の お そ れ あ り 。 点 灯 中 や 消 灯 直 後 は ラ イ ト バ ー や そ の 周 辺 を

本体、ライトバーを分解、改造しない。　落下・感電・火災の原因となります。

告

注

警告

注意

警

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。

意

ライトバーのパネルは樹脂製のため、取扱いに注意する。破損によるケガの原因となります。　万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。
ライトバーが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。
万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼する。　そのままで使用すると、感電・火災の原因となります。

シ ン ナ ー 、 ベ ン ジ ン 、 ア ル カ リ 系 洗 剤 で 器 具 を 拭 か な い で く だ さ い 。 変 色 、 変 質 、 強 度 低 下 に よ る 破 損 の 原 因 と な り ま す 。
　 水 ま た は 中 性 洗 剤 を 用 い て 、 汚 れ た 部 分 を 軽 く 拭 き 取 っ て く だ さ い 。
照 明 器 具 に は 寿 命 が あ り ま す 。 設 置 し て １ ０ 年 　 経 つ と 、 外 観 に 異 常 が な く と も 内 部 の 劣 化 は 進 行 し て い ま す 。 点 検 交 換 し て く だ さ い 。

　 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 は 寿 命 が 来 て も 、 暗 く な り ま す が 点 灯 し 続 け ま す 。 点 灯 出 来 る か ら と い っ て 継 続 し て 使 用 が 可 能 と い う わ け で は あ り ま せ ん 。
　 　 使 用 条 件 は 周 囲 温 度 ３ ０ 、 １ 日 １ ０ 時 間 点 灯 で す 。
周 囲 温 度 が 高 い 場 合 ・ 点 灯 時 間 が 長 い 場 合 な ど は 寿 命 が 短 く な り ま す 。
１ 年 に １ 回 は 「 安 全 チ ェ ッ ク シ ー ト 」 に 基 づ き 自 主 点 検 し て く だ さ い 。 ３ 年 に １ 回 は 工 事 店 等 の 専 門 家 に よ る 点 検 を お 受 け く だ さ い 。

　 （ チ ェ ッ ク シ ー ト 番 号 ： Ｃ Ｌ Ｘ ２ ０ ２ １ Ｈ Ａ ） 　 点 検 せ ず に 長 時 間 使 い 続 け る と ま れ に 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 に 至 る 場 合 が あ り ま す 。

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 の 光 源 寿 命 は 、 ４ ０ ， ０ ０ ０ 時 間 で す 。

必ずパナソニック製ｉＤシリーズ専用本体とライトバーの組合せで使用する。　落下・感電・火災の原因となります。

ライトバーを取外す場合は、必ず電源を切る。　感電の原因となります。

・ 点 灯 直 後 ・ 消 灯 直 後 に プ ラ ス チ ッ ク の 伸 縮 に よ る き し み 音 が 発 生 す る 場 合 が あ り ま す が 、 故 障 や 異 常 で は あ り ま せ ん 。

・ 静 か な 環 境 や 密 集 取 付 ・ 密 閉 取 付 で ご 使 用 の 場 合 、 き し み 音 が 気 に な る 場 合 が あ り ま す 。

　 こ の 様 な 場 合 は 直 管 Ｌ Ｅ Ｄ 等 の プ ラ ス チ ッ ク 製 カ バ ー の な い タ イ プ を お 勧 め し ま す 。

使用上のご注意

・ ラ イ ト バ ー の 品 種 に よ り 始 動 時 間 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。 あ ら か じ め ご 了 承 く だ さ い

・ 光 源 と し て 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ を 使 用 し て い ま す 。 光 源 部 （ ラ イ ト バ ー ） を 長 時 間 直 視 し な い で く だ さ い 。

・ 電 源 電 圧 変 動 な ど の 影 響 に よ り 瞬 間 的 に 明 る く な っ た り 暗 く な っ た り す る 場 合 が あ り ま す 。 　 予 め ご 了 承 く だ さ い 。
・ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 に バ ラ ツ キ が あ る た め 、 同 じ 品 番 の ラ イ ト バ ー で も 光 色 ・ 明 る さ が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。

使用上のご注意

・ 周 囲 温 度 が 高 い 場 合 ・ 点 灯 時 間 が 長 い 場 合 な ど は 寿 命 が 短 く な り ま す 。

・ 同 時 通 訳 機 等 の 誘 導 無 線 を ご 使 用 に な ら れ る 場 合 、 雑 音 が 入 る 場 合 が あ り ま す 。 事 前 に 確 認 し 、 対 策 を 講 じ て く だ さ い 。
・ ラ ジ オ 、 テ レ ビ や 赤 外 線 リ モ コ ン 方 式 の 機 器 は 照 明 器 具 か ら 離 し て ご 使 用 く だ さ い 。 雑 音 が 入 っ た り 、 正 常 に 動 作 し な い 場 合 が あ り ま す 。

Ｌ Ａ 、 Ｌ Ｒ ， Ｒ Ｚ 、 Ｄ Ｚ 、 Ｄ Ｋ 方 式 の 場 合

　 ・ 光 出 力 比 （ ％ ） と 目 で 感 じ る 明 る さ 感 に は 相 違 が あ り ま す 。

　 ・ コ ン ト ロ ー ル と 組 合 せ て 使 用 し た 場 合 、 下 記 の よ う な 状 態 が あ り ま す が 異 常 で は あ り ま せ ん 。

　 　 　 　 同 一 器 具 ま た は 同 一 品 番 で 点 灯 お よ び 消 灯 時 の フ ェ ー ド の し か た が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

　 　 　 　 低 い 調 光 域 で は 段 調 光 の よ う に 動 作 す る 場 合 が あ り ま す 。

　 　 　 　 調 光 し た 状 態 で コ ン ト ロ ー ル の 点 滅 ス イ ッ チ を す ば や く 操 作 し た 場 合 、 １ ０ ０ ％ 点 灯 し て か ら 設 定 の 調 光 状 態 に な る 場 合 が あ り ま す 。

　 　 　 　Ｒ Ｚ 方 式 の 場 合

　 　 ・ Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ ハ ン デ ィ ラ イ コ ン で 操 作 す る 場 合 に は 、 ラ イ ト バ ー の 受 信 部 （ マ ー ク ） が 見 え る 位 置 か ら 受 信 部 に 向 け て 操 作 し て く だ さ い 。

ＭＮ０６１６－１３０８２２

パナソニック株式会社　ライティング事業部 〒571-8686　大阪府門真市門真1048
　お問い合わせ先　パナソニック　照明器具・ランプ商品ご相談窓口　https://sumai.panasonic.jp/support/
　　0120-187-441（フリーダイヤル）【受付時間】月～土/9:00～18:00（祝日・三が日を除く）　※携帯電話からもご利用になれます。
　　0120-872-460（FAX） Help desk for foreign residents in Japan Tokyo (03) 3256-5444 Osaka (06) 6645-8787 Open: 9:00 - 17:30 (closed on Saturdays / Sundays / national holidays)


